
富田林市立市民総合体育館ネーミングライツパートナー募集要項 

 

この要項は、富田林市が所有する施設の愛称を命名する権利（ネーミングライツ）

を付与する企業等（以下、「パートナー企業等」という。）を募集するにあたり、ネー

ミングライツ事業実施要綱に定めるものの他、必要な手続きを定めたものです。 

 

１ 募集目的 

新たな財源を確保することで施設の安定的な維持管理や魅力の向上を図るととも

に、民間提案制度の一環として、企業等の広報活動や社会貢献活動に資することを目

的として、ネーミングライツを付与するパートナー企業等を以下の通り募集します。 

 

２ 対象施設 

（１）施設名称 富田林市立市民総合体育館 

（２）所在地  富田林市美山台４番１号 

（３）施設概要 主競技場、柔道場、剣道場、卓球場、トレーニング室、会議室など 

        ※別紙、ネーミングライツ導入施設紹介を参照してください。 

 

３ 募集概要 

（１）命名権の対象 

「富田林市立市民総合体育館」の愛称 

 

（２）命名条件 

① 市民及び利用者から理解を得ることができ、親しみやすい愛称で、施設の設

置目的をイメージできるもの 

② 原則２０文字以内でつけること 

③ 富田林市広告事業実施要綱第３条第１項の規定に該当しないこと 

④ 第三者の商標権、著作権等の知的財産権を侵害するおそれがないこと 

⑤ 市民及び利用者の誤解を招く恐れがないこと 

⑥ 日本語又は英語（アルファベット）により標記可能なこと 

 

（３）愛称を使用する期間 

令和７年４月１日～令和１１年３月３１日 

 

（４）命名権料 

１年間あたり１００万円以上（消費税及び地方消費税含む。） 

なお、愛称の使用開始日が年度途中の場合は、当該年度の命名権料は愛称の使用開

始日の属する月より、月割りで計算します（１００円未満切捨）。 

命名権料は毎年度ごとに、本市の請求に基づき、各年度分を４月３０日（土曜、日

曜、祝日の場合は、その直前の平日）までに一括して納付することを基本とします。 

  



（５）名称変更に伴う費用負担 

費用分担の区分 市 
ネーミングライツ

パートナー 

敷地内外の表示の変更（施設看板、道路標識、電算

システム等）（※１） 
 〇 

契約期間満了後（契約解除を含む）の原状回復費用 
 〇 

契約締結後に作製するパンフレット、封筒等の市の

印刷物や市ウェブサイトの表示変更（※２） 
〇  

（※１）敷地内外の既存の表示の変更は、市や関係機関と協議の上、可能な表示につ

いて変更を行います。新規看板等の設置については、設置の可否も含め、市や関係機

関と協議の上、決定します。なお、屋外への愛称看板設置については、大阪府屋外広

告物条例（昭和２４年大阪府条例第７９号）等の関係法令を遵守するものとします。 

（※２）残部数や切替え時期などを考慮し、協議の上、決定します。ただし、愛称使

用開始後、即座にパンフレット等の内容を変更する場合、発生する費用はネーミング

ライツパートナーが負担します。 

 

（６）申込者からの提案（愛称以外の提案） 

愛称の命名とは別に、役務の提供に関する提案など申込者からの提案がある場合、

対象施設の魅力向上に関するものは選定における審査の対象とします。 

 

（７）応募資格 

 提案内容を自ら主体となって実施できる個人、法人及びその他団体（個人事業主を

含む）とします。ただし、次のいずれかに該当する者は、パートナー企業等になるこ

とができません。 

 

①地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当す

るもの 

②民事再生法（平成１１年法律第２２５号）による再生手続又は会社更生法（平

成１４年法律第１５４号）による更生手続中の事業者 

③市税の滞納がある事業者 

④富田林市広告事業実施要綱第３条第２項に該当するもの 

⑤社会問題を起こしている業種又は事業者 

⑥たばこ（電子たばこ等を含む。）の製造又は販売を業とする事業者 

 

  



４ 申込手続き 

（１）提出書類 

申込に当たっては、以下の書類を提出してください。なお、市が必要と認める

場合は、追加資料の提出を求める場合があります。 

① 富田林市ネーミングライツ事業実施申込書（様式１） 

② 応募者の事業概要等を記載した書類 

③ 定款、寄付行為その他これらに類する書類 

④ 商業登記簿謄本（登記事項証明書）又はその写し 

⑤ 印鑑証明書 

⑥ 誓約書 

⑦ 直近１年度分の決算報告書及び事業報告書 

⑧ その他市長が必要と認めるもの 

 

（２）申込方法 

応募希望者は、必要書類を提出先まで郵送（受付最終日までに必着）、又は持ち込み

により提出してください。これ以外による提出は受け付け出来ません。 

 

（３）受付期間 

令和６年１２月１６日～令和７年２月１４日 午後５時まで 

（但し、持ち込みの場合は開庁時間内に限る） 

 

（４）提出先 

大阪府富田林市常盤町１番１号 富田林市役所５階 行政管理課 

 

（５）質問の受付 

募集要項の内容に関する質問を次のとおり受け付けします。 

① 受付期間 令和６年１２月１６日（月）～令和７年１月３１日（金）（必着） 

（但し、持ち込みの場合は開庁時間内に限る） 

② 提出方法 所定の質問票を持ち込み、郵送、ファクス、電子メールのいずれ

かの方法により下記提出先へ提出してください。なお、書面以外の方法（電

話、口頭等）での受け付けはいたしません。 

③ 提出先 大阪府富田林市常盤町１番１号 富田林市役所５階 行政管理課 

ファクス：0721-25-9037 

メール：g-kanri@city.tondabayashi.lg.jp 

④ 回答方法 令和７年２月５日（水）に市ウェブサイトにおいて公表します。 

※個別の質問に対し電話等での回答はいたしません。 

 

（６）その他 

① 申込に要する経費等はすべて応募者の負担とします。 

② 提出された書類はお返しできません。 

③ 提出された書類は、情報公開の請求により、開示することがあります。 



５ 選定方法 

富田林市ネーミングライツパートナー企業等選定委員会（以下、「選定委員会」とい

う。）において、各委員が次の選定基準に沿って審査し、評点が最も高い応募者を優先

交渉者として選定します。なお、応募者が一者のみであった場合も、同様に選定委員

会において優先交渉者としてふさわしいか審査を行います。 

 

選定基準 

審査区分 審査項目（審査書類等） 配点 

応募企業の状

況 

① 経営の安定性（決算報告） ５ 

② 法令等遵守（企業における法令等遵守の取組状況） ５ 

愛称 
③ 市民や利用者が親しみやすいか、呼びやすいか ２０ 

④ 施設の性質・イメージに合っているか ２０ 

応募条件 

⑤ 応募金額 ３０ 

⑥ 社会貢献実績、ネーミングライツの取組への熱意 １０ 

⑦ その他対象施設の魅力向上に関する提案 １０ 

合計点数 １００ 

※合計点数が６０点に満たない場合は失格となります。 

※審査項目⑥及び⑦について、任意で提案資料の追加提出を可能とします。また、提

出の際の様式は問いません。 

 

６ 契約の締結 

選定結果を受けて、優先交渉者と契約締結に向けて協議を行い、協議が整えばネ

ーミングライツパートナーとして契約を締結します。ただし、優先交渉者との協議

中に合意の可能性がないと市が判断した場合には、優先交渉者との協議を打ち切

り、次点者と契約締結について協議を行います。 

 

７ 契約の解除（命名権の取り消し） 

ネーミングライツパートナーの決定後に下記の各号に該当し、ネーミングライツパ

ートナーとしてふさわしくないと認められるときは、契約満了を待たずにネーミング

ライツパートナーの決定の取消し又は契約の解除をすることができるものとします。

その場合には、既納のネーミングライツ料は返還しないものとします。ネーミングラ

イツパートナー自らの責任と費用負担により、名称標示等を除却し、原状回復を図る

ものとします。 

（１） ３（７）応募資格に掲げる要件を欠くとき、又は愛称の内容が３（２）命名 

条件に反するとき。 

（２） 命名権（ネーミングライツ）料を指定期限までに納付しなかったとき。  

（３） ネーミングライツパートナーが富田林市ネーミングライツ事業実施要綱含む 

法令等の規定に違反したとき。 

 

 



（４） ネーミングライツパートナーの社会的または経済的信用が著しく失墜する事 

由が発生したとき。 

（５） 前各号に掲げるもののほか、市長が適当でないと認めるとき。 

 

８ ネーミングライツパートナーの決定、公表 

（１）市は、ネーミングライツパートナーを決定し、事業者名、施設の愛称、命名権

料等を公表します。 

（２）選定結果については、すべての応募者に文書で通知します。 

（３）優先交渉者に選ばれなかった応募者の情報は公表しません。 

 

９ 知的財産権 

ネーミングライツパートナーが本件愛称に関して知的財産権（知的財産基本法（平

成１４年法律第１２２号）第２条第２項に規定する権利をいう。）を取得した場合に

おいては、市が無償で使用することができるものとします。 

 

１０ 契約の更新 

本市は契約期間満了までに、当該施設に係るネーミングライツの継続実施を判断し

ます。 

なお、愛称変更による市民の混乱を避けるため、当該ネーミングライツパートナー

が同名の愛称を希望する場合、次回期間の契約について、原則として優先的に交渉で

きるものとします。 

 

１１ 留意事項 

（１）感染症、自然災害及び改修工事など市が施設の利用を制限し、施設を閉鎖する

場合があっても、ネーミングライツ料は原則、返還しないものとします。 

（２）ネーミングライツを第三者に譲渡し、又は転貸することはできません。 

 

【問い合わせ先】 

大阪府富田林市常盤町１番１号 富田林市役所５階 行政管理課 

電話：0721-25-1000（内線 339） 

ファクス：0721-25-9037 

メール：g-kanri@city.tondabayashi.lg.jp 


